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2017年10月28日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！
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世界が広がる！世界とつながる！
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世界が広がる！世界とつながる！
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2017年3月26日～2017年5月31日

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

1

2 0 1 7 .  4 月〈  N o . 5 7 6  〉

　
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
境
港
の
地
域

資
源
で
あ
る
妖
怪
を
活
用
し

て
境
港
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、
２
０
０
２
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
。

　
毎
年
、
著
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
多
数
参
加
し
、
全
国

の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
ら
の
注
目

を
集
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
22
日
㈯
　
午
後

４
時
30
分
～
10
時
（
開
場
＝

午
後
４
時
）

会
場
　
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車

場
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
境
港
市

大
正
町
）

入
場
料
　
▽
一
般
＝
６
０
０

０
円
（
当
日
券
＝
７
０
０
０

円
）
▽
高
校
生
以
下
＝
３
０

０
０
円
（
当
日
券
＝
３
５
０

０
円
）
▽
未
就
学
児
＝
無
料

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
現
在

最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
日
決
定
の
予
定
で
、
決
ま

り
次
第
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http//:w

w
w
.sakai

m
inato.net./yo-kaijaz
z/

）
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
　
例
年

通
り
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
販
売
を

行
い
ま
す
（
当
日
の
午
後
３

時
45
分
か
ら
会
場
に
先
行
入

場
で
き
る
特
典
が
あ
り
ま

す
）

　
詳
し
く
は
、
同
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
実
施
本

部
事
務
局
（
境
港
市
通
商
観

光
課
内
・
☎
47
︱
１
０
６
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
１
７

年
度
の
境
港
商
工
会
議
所

「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
）
大
使
」
に
、
水
産
大

学
校
・
名
誉
教
授
の
原
一
郎

（
は
ら
・
い
ち
ろ
う
、
70
歳
）

氏
が
４
月
１
日
付
で
就
任
し
、

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
原
氏
は
東
京
都
の
出
身
で
、

東
京
水
産
大
学
を
卒
業
後
、

京
都
大
学
水
産
学
科
の
大
学

院
に
進
学
。
終
了
後
は
長
年
、

水
産
庁
水
産
研
究
所
で
浮
魚

類
の
資
源
変
動
や
ま
き
網
漁

船
の
行
動
様
式
に
つ
い
て
研

究
を
重
ね
ま
し
た
。
現
在
は

「
も
う
か
る
漁
業
、
遠
旋
組

合
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議

会
」の
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
２
月
17
日
に
境
港
商
工
会

議
所
な
ど
が
主
催
し
た
水
産

講
演
会
の
講
師
と
し
て
招
聘

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
こ
の
た
び
の
就
任
と
な

り
ま
し
た
。

　
境
港
市
は
、「
魚
と
港
と

妖
怪
」
の
３
要
素
を
地
域
発

展
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
位
置
づ

け
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
様

々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

境
港
商
工
会
議
所
は
、「
境

港
フ
ィ
ッ
シ
ュ（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）

大
使
」
制
度
を
２
０
０
３
年

10
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
境
港
に
関
わ

り
を
持
ち
、
県
外
で
幅
広
く

活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大
使
と

し
て
信
任
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
大
使
専
用
名
刺
を
配
布

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
境

港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ

ッ
タ
ー
の
日
野
皓
正
さ
ん
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
寺
井
尚
子
さ
ん
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

足
立
倫
行
さ
ん
ら
16
人
が
大

使
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
こ

の
た
び
、
原
氏
が
加
わ
り
、

17
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実
施
本
部
（
後
地
良
樹
本
部
長
）

は
、
み
な
と
祭
の
前
夜
祭
と
し
て
、
こ
と
し
で
16
回
目
と
な

る
「
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
を
７

月
22
日
に
開
催
し
ま
す
。

妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
な
と
祭
前
夜
祭
と
し
て
開
催

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
近
日
発
表

７
月
22
日

毎回最高に盛り上がるセッションでフィナーレを飾る出演者
ら（昨年の妖怪ジャズフェスティバルから）

2017年度境港フィッシュ（FISH）大使2017年度境港フィッシュ（FISH）大使

水産大学校
名 誉 教 授原 一郎氏が就任

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
事

業
承
継
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、
米
子
商
工
会
議
所
と

共
同
で
事
業
譲
渡
・
譲
受
支

援
サ
イ
ト
「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
（
ビ
ズ
バ
ト
ン
）」
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
同

サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
はw

w
w
.bizbaton.jp

で
す
。

　
事
業
の
存
続
に
悩
み
を
抱

え
る
中
小
企
業
や
小
規
模
事

業
者
に
は
、
後
継
者
の
不
在

や
事
業
承
継
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
事
業

を
意
欲
あ
る
他
の
担
い
手
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
新
事
業

展
開
や
事
業
を
強
化
す
る
手

法
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た

め
に
同
サ
イ
ト
を
開
設
。

　
同
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
中

小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
な

ど
の
オ
ー
ナ
ー（
売
却
希
望
）

と
、
事
業
の
引
き
受
け
希
望

企
業
（
買
い
取
り
希
望
）
に

マ
ッ
チ
ン
グ
の
仲
介
を
行
い
、

事
業
承
継
の
プ
ロ
セ
ス
を
支

援
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
登
録
企
業
を

募
集
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

事
業
譲
渡・譲
受
支
援
サ
イ
ト
開
設

た
だ
い
ま
登
録
企
業
を
募
集
中
境港・米子
商  議  所

蟹坊主

  足湯をしたら

　　　茹
ゆ

で蟹に

（だいちゃんZ！）

　気持ちよく足湯をしているうちに茹で蟹
になった。温泉で茹であがった蟹坊主の表
情を想像すると、なんともおかしい。「カア
チャン、茹でガニを肴

さかな

に、いっぱいやっか（伴
淳三郎のセリフ）」。
� 選・桝田知身　
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竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
着
工
記
念
式
が
３

月
12
日
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
境
空
港
・
港
湾
整
備

事
務
所
と
境
港
管
理
組
合
。

　
山
陰
地
方
は
、
国
内
海
上

輸
送
網
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
（
途
切
れ
て
い
る
区
間
）

と
な
っ
て
お
り
、
境
港
周
辺

の
企
業
は
、
非
効
率
な
輸
送

方
法
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
境
水
道
沿
い
の
既

存
施
設
は
老
朽
化
や
背
後
地

の
不
足
、
船
舶
航
行
上
の
安

全
性
確
保
の
観
点
か
ら
他
地

区
へ
の
移
転
、
集
約
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
境
港
に
定
期
就

航
し
て
い
る
船
舶
が
利
用
し

て
い
る
岸
壁
は
耐
震
強
化
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大

規
模
地
震
発
生
時
の
物
流
・

人
流
機
能
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
事

業
は
、
国
内
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
に

も
対
応
し
た
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、
境
港
の
ふ
頭
再

編
を
行
い
、
物
流
・
人
流
機

能
の
効
率
化
に
よ
る
山
陰
地

方
の
産
業
競
争
力
強
化
を
図

２
０
１
９
年
度
の
完
成
目
指
す

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

竹
内
南

地

　区

鍬入れとくす玉割りを同時に行って事業の成
功を願う関係者の皆さん（夢みなとタワーで）

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　
整
備
す
る
施
設
は
、
▽
水

深
10
ｍ
の
岸
壁
▽
水
深
10
ｍ

の
泊
地
▽
ふ
頭
用
地
▽
旅
客

上
屋
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

な
ど
︱
で
す
。

　
対
象
と
な
る
船
舶
は
、
１

万
６
０
０
０
ｔ
級
の
国
内
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
16
万
ｔ
級
の
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
な
ど
で
、
２

０
１
９
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
で
は
、
関
係
者
が

鍬
入
れ
と
く
す
玉
割
り
を
同

時
に
行
っ
て
、
事
業
の
成
功

を
祈
念
。
ま
た
、
聖
心
幼
稚

園
の
園
児
ら
が
お
祝
い
の
歌

で
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
境
港
商
工
会
議
所
建
設
業

部
会
（
松
本
雄
次
部
会
長
）

は
３
月
17
日
、
米
子
商
工
会

議
所
建
設
業
部
会
と
合
同
で
、

建
設
業
再
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
藤
本
宏
司
氏
（
香
川
県

高
松
市
、
Ｄ
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
代
表
）
を
招
き
「
建
設

業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
藤
本
氏
は
、
こ
れ
ま
で
自

ら
が
行
っ
て
き
た
建
設
業
の

経
営
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
経
験
か
ら
、
閑
散
期
と

繁
忙
期
の
戦
略
的
な
受
注
や
、

短
期
的
な
資
金
繰
り
の
手
法

な
ど
、
収
益
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、

「
ど
ん
な
会
社
で
も
３
％
程

度
の
利
益
改
善
と
経
費
削
減

は
可
能
」
と
指
摘
。

　
ま
た
、
社
内
に
お
け
る
情

報
共
有
の
大
切
さ
や
金
融
機

関
と
の
関
わ
り
方
に
触
れ
、

「
企
業
再
生
に
は
、
社
長
や

従
業
員
、
家
族
、
取
引
先
の

人
間
関
係
も
重
要
。
数
字
だ

け
で
の
分
析
で
結
果
を
出
す

専
門
家
は
多
く
い
る
が
、

実
際
に
経
営
を
し
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
の

が
こ
の
業
界
」
と
建
設
業

界
独
特
の
雰
囲
気
を
表

現
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
２
０
１
９
年

の
消
費
税
増
税
や
、
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
降
の
建
設
投

資
減
少
に
備
え
、
経
営
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
つ

で
も
二
つ
で
も
実
践
し
て
ほ

し
い
」
と
出
席
者
に
エ
ー
ル
。

建
設
業
の
経
営
に
と
っ
て
、

ヒ
ン
ト
の
多
い
講
演
で
し
た
。

　
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
境
港
（
境
港
市
役
所

別
館
１
階
、
上
道
町
）
は
、

雇
用
保
険
の
窓
口
時
間
を
４

月
１
日
か
ら
変
更
し
ま
す
。

　
同
所
は
２
０
０
８
年
に
国

と
県
、
境
港
市
が
協
力
し
て

設
置
し
た
施
設
。
就
職
活
動

や
職
業
相
談
な
ど
、
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

開
所
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
で
す
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
は
、
雇

用
保
険
の
窓
口
も
開
設
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
の
担
当
職

員
が
週
２
回
巡
回
し
て
、
失

業
給
付
に
関
す
る
業
務
と
事

業
主
向
け
の
雇
用
保
険
適
用

業
務
（
原
則
預
か
り
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
口
の
開
設
日
は
、
毎

週
火
・
金
曜
日
で
す
。
時
間

は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
15
分
ま
で
で
し
た
が
、

４
月
１
日
か
ら
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港
（
☎
44

︱
１
７
３
３
）
へ
。

雇
用
保
険
の
窓
口
時
間
を
変
更

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港

建設業再生
コンサルタント藤本氏招き

経営セミナーを開催
境港・米子商議所建設業部会

「
魚
と
妖
怪
と
女
性
活
躍
の
ま
ち
」で
さ
ら
に
飛
躍
を

前 
田 

芳 

昭

前・日
本
政
策
金
融
公
庫 

米
子
支
店
長

　

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子
支
店
の
前
田
芳
昭
支
店
長

は
、４
月
１
日
付
で
同
社
の
国
民
生
活
事
業
本
部
（
東
京
）

に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
転
任
に
当
た
り
、
境

港
市
が
一
層
飛
躍
す
る
よ
う
に
と
、
提
言
を
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ャ
ン
ス
が
相
次
い
で
お
り
、

企
業
活
動
が
活
発
で
す
。

　
そ
の
境
港
市
に
も
解
決
す

べ
き
課
題
は
あ
り
ま
す
。
２

０
０
５
年
頃
か
ら
顕
著
に
な

っ
て
い
る
人
口
減
少
で
す
。

昨
年
も
４
４
１
人
減
少
し
ま

し
た
。
半
数
以
上
が
社
会
減

（
転
出
者
が
転
入
者
よ
り
も

多
い
現
象
）
で
す
。
人
口
の

流
出
を
抑
制
す
る
工
夫
が
必

要
で
し
ょ
う
。

　
境
港
市
は
、
県
内
で
最

も
元
気
が
あ
り
ま
す
。
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
港
湾
・
魚
市

場
の
整
備
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

　
市
外
に
人
が
流
出
す
る
理

由
で
大
き
い
の
は
「
稼
げ
る

仕
事
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
、

境
港
市
に
は
稼
げ
る
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
稼
ぐ
力
の
指
標
と
言
わ
れ

る
労
働
生
産
性
（
労
働
者
一

人
当
た
り
付
加
価
値
額
）
を

見
る
と
、
境
港
市
は
山
陰
地

方
で
一
番
高
い
の
で
す
。
東

京
都
の
葛
飾
区
や
足
立
区
を

も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
口
密
度
が
山

陰
で
最
も
高
く
効
率
的
な
企

業
活
動
を
行
え
る
こ
と
に
加

え
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

集
客
力
が
大
き
い
こ
と
や
、

漁
業
、
水
産
加
工
業
や
介
護

事
業
が
活
発
で
あ
る
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
市
内
に
稼

げ
る
仕
事
が
あ
る
こ
と
は
、

も
っ
と
知
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
女
性
で
す
。

女
性
に
向
け
て
、
境
港
市
に

は
快
適
な
暮
ら
し
、
稼
げ
る

に
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
こ
の
実
態
を
強
く

Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
蟹
取
県
と
鬼
太
郎
の
Ｐ
Ｒ

で「
魚
と
妖
怪
の
ま
ち 

境
港
」

仕
事
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
女
性
の
ス
ト
レ
ス

オ
フ
指
数
は
鳥
取
県
が
日
本

一
で
す
。

　
境
港
市
に
は
、
全
国
有
数

の
介
護
事
業
や
水
産
加
工
業

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
既

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
普
及
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
「
魚
と
妖
怪
と

女
性
活
躍
の
ま
ち 

境
港
」

で
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
魚
（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）、

妖
怪
（
フ
ァ
ン
ト
ム
）、

女
性
（
フ
ィ
ー
メ
イ
ル
）

で
栄
え
る
境
港
。「
フ
フ

フ
で
栄
え
る
境
港
」
を
全

国
の
女
性
に
向
け
て
発
信

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
４
月
か
ら
後
任
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
日
本
政
策
金
融

公
庫
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

出席者にエールを送る藤本宏司氏
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

明光義塾境教室

丁
寧
な
授
業
が
好
評

や
る
気
を
引
き
出
す
個
別
指
導

送迎サービスを開始
お食事処 池田屋

境港商議所

会会のの員員今今21

　
「
境
港
商
議
所
会
員
の

今
」
は
、
境
港
商
工
会
議

所
会
員
企
業
の
動
向
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
新
た
に
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
お
食
事
処

池
田
屋
（
麦
垣
町
、
井
之

上
克
人
代
表
）
で
す
。

遠
方
か
ら
飛
行
機
や
電
車
で

来
ら
れ
る
人
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。
駅
か
ら
歩
く
の
は
大

変
で
す
し
、
お
酒
を
飲
ま
れ

る
人
に
は
、
タ
ク
シ
ー
の
手

配
を
気
に
せ
ず
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
か
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
な
ど
、

　
同
店
は
、
和
食
を
中
心
に

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
海
鮮

丼
や
定
食
な
ど
を
提
供
。
メ

ニ
ュ
ー
の
幅
が
広
く
、
一
品

料
理
は
２
０
０
円
か
ら
と
、

誰
も
が
楽
し
め
ま
す
。

　
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ま
ぐ

ろ
カ
ツ
定
食
（
税
込
１
４
７

０
円
）」
で
す
。
火
を
通
し

て
も
ま
ぐ
ろ
が
パ
サ
パ
サ
に

な
ら
ず
、
中
に
閉
じ
込
め
た

チ
ー
ズ
が
と
ろ
っ
と
、
あ
ふ

れ
る
絶
品
。
ソ
ー
ス
に
ポ
ン

酢
の
ジ
ュ
レ
が
添
え
て
あ
り
、

味
の
変
化
も
楽
し
め
ま
す
。

　
井
之
上
代
表
は
「
１
人
か

ら
７
人
ま
で
の
送
迎
を
行
い

ま
す
。
食
事
会
や
飲
み
会
で

ご
利
用
の
地
元
の
皆
さ
ん
、

メニューも工夫する井之上克人代表

奥谷明前教室長（右）と並んで座る足立夏海
新教室長（明光義塾境教室で）

　
明
光
義
塾
境
教
室
（
運
営

会
社
＝
㈱M

net Corporat
ion

・
渡
部
正
人
社
長
）
は
、

開
校
し
て
10
年
目
。
現
在
、

生
徒
は
40
人
で
す
。

　
同
教
室
の
授
業
に
は
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
そ
の

日
の
目
標
を
決
め
、
授
業
は

講
師
が
一
方
的
に
進
め
る
の

で
は
な
く
、
生
徒
が
理
解
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
常
に
確

認
し
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て

い
く
の
で
す
。

　
生
徒
が
問
題
に
つ
ま
づ
い

た
時
は
、
問
題
を
解
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
だ
け
を
出
し
、
自

分
で
答
え
を
出
す
こ
と
を
大

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　
足
立
教
室
長
は
「
生
徒
が

『
分
か
る
』だ
け
で
な
く
、『
で

き
る
』
よ
う
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
で
き
な
か
っ
た

問
題
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、
勉
強
に
対

す
る
興
味
が
生
ま
れ
、
そ
の

興
味
が
続
く
と
、
継
続
的
に

勉
強
す
る
意
欲
が
湧
い
て
き

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
同
教
室
で
は「
目
標
設
定
」

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
、
勉
強

に
対
す
る
興
味
が
長
続
き
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
現
在
、「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
春
期
講
習
」
の
受
講
生
を

募
集
中
。「
自
分
に
都
合
の

よ
い
曜
日
、
時
間
、
教
科
を

自
由
に
選
択
で
き
る
の
で
、

習
い
ご
と
を
し
て
い
る
人
で

も
大
丈
夫
で
す
。
ま
た
、
教

気
軽
に
入
れ
る
お
店
に
し

た
い
で
す
」
と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
、「
日
曜
日
ま

た
は
連
休
の
最
終
日
で
海

が
凪
の
日
に
は
、
当
店
の

駐
車
場
で
、
地
引
網
で
獲

れ
た
魚
を
販
売
し
ま
す
。

大
変
お
安
く
、
買
っ
た
魚

の
調
理
も
で
き
ま
す
よ
」

と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
営
業
時
間
は
午
前
11
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で
と
、

午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で

（
時
間
外
の
ご
相
談
に
も

応
じ
ま
す
）。
定
休
日
は

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
振
替
）
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店
（
☎

21
︱
５
２
１
０
）
へ
。

　
境
港
商
工
会
議
所
生
命
共

済（
愛
称
＝
夢
み
ら
い
共
済
）

は
１
９
７
６
年
の
発
足
以
来
、

従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
の

一
環
と
し
て
、
数
多
く
の
会

員
事
業
所
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
よ
り
魅
力
あ

る
制
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

２
０
１
７
年
７
月
の
更
新
時

か
ら
改
定
し
た
内
容
で
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

生
存
保
障
の
充
実
を
目
的
と

し
た
各
給
付
内
容
の
見
直
し

を
始
め
、
境
港
商
工
会
議
所

独
自
の
給
付
制
度
を
拡
充
す

る
な
ど
、
ご
利
用
い
た
だ
け

る
機
会
を
増
や
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

健
康
増
進
に
役
立
つ
付
帯
サ

ー
ビ
ス
（
健
診
機
関
紹
介
、

禁
煙
外
来
紹
介
な
ど
）
も
追

加
し
ま
し
た
。

　
同
共
済
に
加
入
で
き
る
の

は
、
商
工
会
議
所
会
員
事
業

所
の
事
業
主
、
役
員
、
従
業

員
で
、
年
齢
が
15
歳
か
ら
70

歳
ま
で
の
人
で
す
。
掛
金
は

１
口
が
７
５
０
円
（
56
歳
以

上
の
人
は
年
齢
や
性
別
に
応

じ
た
掛
金
）
で
、
最
大
７
口

ま
で
掛
け
る
こ
と
が
可
能
。

　
同
制
度
に
は
▽
業
務
上
と

業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保

障
▽
１
年
更
新
で
医
師
の
審

査
な
し
▽
剰
余
金
が
出
れ
ば

配
当
金
あ
り
▽
商
工
会
議
所

独
自
の
給
付
制
度
（
見
舞
金

･

祝
金
制
度
）
も
あ
り
︱
な

ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
夢
み
ら
い
共

済
へ
の
加
入
で
、
自
社
の
福

利
厚
生
制
度
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
目
指
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
加
入

済
み
の
事
業
所
は
、
未
加
入

従
業
員
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
同
共
済
制
度
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱
米
子
営
業

所
（
☎
33
︱
９
１
０
１
）、

ま
た
は
境
港
商
工
会
議
所
共

済
係
（
☎
44
︱
１
１
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魅
力
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

夢
み
ら
い
共
済

商
工
会
議
所

共 

済 

制 

度

室
見
学
や
体
験
授
業
も
行
っ

て
い
ま
す
」
と
足
立
教
室
長

は
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
明
光
義
塾
境

教
室
（
☎
42
︱
３
４
０
３
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
各
地
で
学
習
塾
を
展
開
す
る
明
光
義
塾
は
、
２
０
０

７
年
か
ら
境
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と

拝
見
」
は
、
４
月
１
日
に
就
任
し
た
同
教
室
の
新
教
室
長
・

足
立
夏
海
さ
ん
に
指
導
方
法
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
し
た
。

　写真は１９９７年の10月、中国の琿春（フンチュン）市へ
行った時のものです。当時、私は境港青年会議所に所属して
いて、環日本海交流委員会の委員長を務めていました。
　この年は「山陰・夢みなと博覧会」が開催され、〝翔け、交
流 新 時 代 へ 〟
の テ ー マ の も
と、 環 日 本 海
交 流 が サ ブ テ
ー マ に な っ て
い た こ と も あ
り、 博 覧 会 が
閉 幕 し た 直 後
に訪問団を結成して訪中したのです。
　メンバーは当青年会議所会員のほか、ＯＢ会員やジェトロ
の職員、境港市職員など。友好関係を結んでいる備前青年会
議所会員の参加もうれしく思ったものでした。
　現地では、境港市の初代と第２代の国際交流員とも合流し、
工業団地を視察して見聞を広めたり、懇談会で交流を深める
などの行事を行いました。
　写真は今から約20年前のものになりますが、中国、北朝鮮、
ロシア３国の国境が写る場所での撮影でした。
　境港は環日本海定期貨客船の航路をはじめ、環日本海の交
流拠点・ゲートウェイとして、当時から比べると目覚しく発
展しましたが、私たち青年会議所の活動も国際交流の一助に
なったのではないかと思います。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 20

青年会議所活動で中国を訪問
境港商工会議所 常議員  川 端  収氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所の役員議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、常議員の川端収氏（㈱カワ
バタ印刷代表取締役社長、55歳）の1枚です。

３国の国境が写る場所で記念撮影する川端収氏（右）ら
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ニーズに応え、地域社会に貢献する。

総 合 建 設 業

株式会社

☞ リンクス　境港市 検 索

〒684－0062　鳥 取 県 境 港 市 蓮 池 町 50－1
TEL（0859）4 2－5 3 3 5　 FAX（0859）4 2－5 3 3 6
E-mail : rinx@topaz.ocn.ne.jp

http://rinx.info

会館葬・自宅葬・寺院葬・家族葬

従業員募集中！！

株式会社 葬 仙
境港ホール
余子ホール

境港市上道町3588　  TEL.0859‒47‒1414
境港市竹内町1864‒2  TEL.0859‒47‒3100

　
境
港
市
内
の
教
育
現
場
で

活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
㈱

カ
ワ
バ
タ
印
刷（
竹
内
団
地
）

と
㈱
山
陰
合
同
銀
行
（
松
江

市
魚
町
）
は
境
港
市
に
「
漫

画
故
事
成
語
（
境
港
市
観
光

協
会
発
行
）」
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
山
陰
合
同
銀
行
は
、
こ
の

た
び
カ
ワ
バ
タ
印
刷
が
発
行

し
た
第
１
回
無
担
保
社
債

（
教
育
機
関
寄
付
型
私
募
債
）

を
全
額
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　
同
社
債
は
、
山
陰
合
同
銀

行
が
取
り
扱
う
私
募
債
の
一

つ
。
企
業
の
財
務
健
全
性
に

加
え
て
、
地
域
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

た
め
に
、
教
育
機
関
に
寄
贈

を
行
う
取
り
決
め
と
な
っ
て

い
る
も
の
。

　
発
行
企
業
が
教
育
機
関
で

使
用
す
る
図
書
や
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
備
品
な
ど
の
中
か
ら

寄
贈
す
る
も
の
を
選
び
、
私

募
債
発
行
額
の
０
・
２
％
を

上
限
と
し
て
、
山
陰
合
同
銀

行
と
発
行
企
業
が
連
名
で
寄

付
を
し
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
２
月
22
日
、
境

港
市
教
育
長
室
で
行
わ
れ
、

カ
ワ
バ
タ
印
刷
の
川
端
収
社

長
と
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支

店
の
九
重
雅
彦
支
店
長
が
松

本
敏
浩
・
境
港
市
教
育
長
に

漫
画
故
事
成
語
３
０
０
冊
の

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

肝臓が気になる人の必需品

漫
画
故
事
成
語

境
港
市
に
寄
贈

カ
ワ
バ
タ
印
刷
と
山
陰
合
同
銀
行

松本敏浩・境港市教育長（左）に漫画故事成語を手渡し
た川端収社長（中央）と九重雅彦支店長

グローカルな
香り
10

ア
リ
ア
ン
サ
と
協
働
学
習

　
前
月
号
で
ご
紹
介
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
の
「
鳥
取
村
」

は
、「
第
２
ア
リ
ア
ン
サ

鳥
取
村
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。「
ア
リ
ア
ン
サ
」

と
は
ブ
ラ
ジ
ル
語
で
協
力

や
和
合
の
意
味
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
村
は
移
住
者
自

ら
が
立
案
し
、
建
設
し
た

最
初
の
大
規
模
移
住
地
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

社
会
的
に
生
き
て
い
く
生
物

な
の
で
、
自
分
が
生
き
抜
く

た
め
に
必
ず
他
者
と
協
力
す

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
確
か
に
、
人
は
自
分
自
身

の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
人

に
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
仲

間
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決

し
た
り
、
一
緒
に
課
題
を
達

成
し
た
り
、
新
し
い
考
え
や

も
の
を
作
り
出
し
た
経
験
が

あ
る
は
ず
で
す
。

　
ア
リ
ア
ン
サ
や
協
働
に
は
、

自
分
と
他
者
が
同
じ
能
力
や

考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、

異
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
同
じ
な
ら
合
わ
せ
て

大
き
く
で
き
ま
す
し
、
違
う

の
な
ら
補
完
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、

人
は
無
か
ら
有
を
生
み
出
す

知
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
協
力
す
れ
ば
よ
り

大
き
な
知
と
な
り
ま
す
。
だ

か
ら
ア
リ
ア
ン
サ
か
ら
は
大

き
な
成
果
が
出
せ
る
の
で
し

ょ
う
。

　
私
が
協
働
学
習
を
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
き
た
約
20
数
年

間
に
社
会
は
明
ら
か
に
変
化

し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
人

々
で
構
成
さ
れ
て
き
た
社
会

だ
っ
た
の
が
、「
違
う
」
人

々
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
の
地
球
規
模

の
変
化
の
中
で
、
や
っ
と
協

働
す
る
学
び
の
真
価
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
新
た
な
課
題
は
、
研

究
者
人
生
の
次
の
ス
テ
ー
ジ

（
あ
え
て
老
後
と
は
呼
ば
な

い
）
を
ど
う
生
き
る
か
で

す
。
そ
ん
な
折
、
今
年
１

月
に
開
催
さ
れ
た
45
年
ぶ

り
の
境
１
中
同
窓
会
に
出

席
し
、「
還
暦
」
へ
の
思

い
を
仲
間
た
ち
と
共
有
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
仲
間
た

ち
と
協
働
し
て
生
き
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
に
浸

り
な
が
ら
、
私
は
１
人
で

勝
手
に
境
港
で
の
「
ア
リ

ア
ン
サ
ハ
ウ
ス
」
の
構
想

を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
池
田
　
玲
子

〔
グ
ロ
ー
カ
ル
な
香
り
は
、

今
回
が
最
終
回
で
す
〕

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
東

側
に
あ
る
同
社
は
、
１
９
２

１
年
（
大
正
10
年
）
の
創
業

以
来
96
年
間
、
４
代
に
わ
た

　同店は、カンナやノミなど、手仕事でしか出せない風合い

を最大限引き出して、他には無いテーブルや椅子を創るオー

ダーメイドの工房として創業しました。

　足立代表は、「家

具は、空間に描く木

目のアートです。木

の素材と向き合って、

その癖を生かすこと

で、唯一無二の家具

を創ります」と、家

具製造のこだわりを

語りました。

　また、「年月を経

ることで木は変化し

ます。変化する木の風合いや色、そして木目ラインを考えて

家具をデザインしています。８種類の木からお好みの材質を

選べます」とＰＲする足立代表。

　オーダーメイドの家具について、詳しくは工房・足立

商店（☎21－8936）にお問い合わせください。

Part
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オーダーメイドの家具を創る
―  工房・足立商店  ―

無垢材・一枚板専門
シリーズ

　今回の企業探訪は、無垢材・一枚板専門の家具工房とし

て昨年４月に創業した足立商店（末広町）を訪問し、家具

作りのこだわりなどについて、足立晴基代表に伺いました。

っ
て
地
元
で
長
く
愛
さ
れ
て

い
る
老
舗
の
薬
屋
さ
ん
。
調

剤
や
市
販
薬
、
日
用
品
な
ど

を
販
売
し
、
１
年
の
う
ち
３

６
４
日
、
頼
も
し
い
薬
剤
師

さ
ん
た
ち
が
お
客
様
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
そ
の
薬
剤
師
さ
ん
の
お
す

す
め
が
、
疲
れ
た
肝
臓
を
元

気
に
し
て
く
れ
る
「
ミ
ラ
グ

レ
ー
ン
錠
」（
第
３
類
医
薬

品
）。境
港
市
内
で
は
、唯
一

の
取
扱
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
の
お
守
り
と
も
い
う

べ
き
こ
の
薬
は
、
お
酒
を
飲

む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
脂
肪
肝

な
ど
、
肝
臓
の
数
値
が
気
に

な
る
人
や
身
体
が
だ
る
く
、

疲
れ
や
す
い
人
な
ど
に
ピ
ッ

タ
リ
。
ア
ミ
ノ
酸
や
各
種
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
、
12
種
類
の
有

効
成
分
が
配
合
さ
れ
、
栄
養

剤
と
し
て
も
Ｏ
Ｋ
で
、
小
学

生
の
お
子
様
に
も
安
心
な
薬

で
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
と
い
う
人
な
ど
、
リ
ピ

ー
タ
ー
も
多
く
、
飲
ん
だ
ら

そ
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
一

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈲
對
山
堂
薬
局
（
本
町
、
足
立
雅
子
社

長
）
の
「
ミ
ラ
グ
レ
ー
ン
錠
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

對
山
堂
薬
局

ミ
ラ
グ
レ
ー
ン
錠

品
。
肝
機
能
の
改
善
は
も
ち

ろ
ん
、デ
ト
ッ
ク
ス
（
解
毒
）、

老
化
防
止
、
ニ
キ
ビ
や
肌
荒

れ
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
や
暴
飲
暴
食
、

運
動
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
機
能
が
低
下
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
肝
臓
。

　
そ
し
て
、
歓
送
迎
会
や
お

花
見
な
ど
、
お
酒
を
飲
む
機

会
も
多
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
二
日
酔
い
の
予
防

や
解
消
、
健
康
の
維
持
に
、

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
對
山
堂
薬
局

（
☎
42
︱
２
２
５
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〝唯一無二〟の家具と足立晴基代表
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一
昨
年
の
11
月
30
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
水
木
し
げ
る
先

生
の
生
誕
祭
が
３
月
４
日
、

境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
と
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
、

地
元
関
係
者
や
全
国
各
地
か

ら
の
フ
ァ
ン
ら
約
４
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
祭
は
存
命
な
ら
３
月
８

日
に
95
歳
を
迎
え
る
は
ず
だ

っ
た
水
木
先
生
の
生
誕
を
祝

う
た
め
に
開
催
し
た
も
の
。

　
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

第
１
部
の
催
し
に
は
、
水
木

し
げ
る
先
生
の
妖
怪
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
仮
装
し
た
人
々
も

参
加
。
平
井
伸
治
・
鳥
取
県

知
事
、
中
村
勝
治
・
境
港
市

長
も
そ
れ
ぞ
れ
鬼
太
郎
、
ね

ず
み
男
に
扮
し
て
ス
テ
ー
ジ

に
現
れ
る
な
ど
、
会
場
は
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
状
態
で
し
た
。

　
第
１
部
で
は
初
め
に
、
水

木
先
生
の
代
表
作
「
悪
魔
く

ん
」
に
出
て
く
る
「
エ
ロ
イ

ム
エ
ッ
サ
イ
ム
」
の
呪
文
を

特注のケーキを囲む武良布枝さん（中央）と平井伸治・鳥
取県知事（右）、中村勝治・境港市長（左）ら　　　ⓒ水木プロ

生
誕
95
年
祝
う

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
に
ぎ
や
か
に

水
木
し
げ
る

先

　
　
　生

会
場
に
集
ま
っ
た
全
員
が
唱

え
、
生
誕
祭
の
主
役
で
あ
る

水
木
先
生
を
召
喚
。
バ
ー
ス

デ
ー
ケ
ー
キ
の
披
露
も
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
「
ゲ
ゲ
ゲ
談
義
」
を

実
施
。「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
脚
本
・

演
出
を
手
掛
け
る
ラ
サ
ー
ル

石
井
さ
ん
、
境
港
出
身
の
テ

レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
結
城

豊
弘
さ
ん
、
地
元
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
六
子
さ
ん
に
よ
る
境

港
の
印
象
や
水
木
作
品
に
つ

い
て
の
愉
快
な
談
義
で
し
た
。

　
続
い
て
、
場
所
を
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
に
移
し
て
第
２

部
を
開
始
。
妖
怪
に
仮
装
し

た
フ
ァ
ン
や
鬼
太
郎
た
ち
約

１
５
０
人
が
同
ロ
ー
ド
を
パ

レ
ー
ド
。
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
か
ら

水
木
し
げ
る
記
念
館
ま
で
の

８
０
０
ｍ
を
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
と
と
も
に
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で

は
、
カ
ニ
汁
や
升
酒
、
小
分

け
し
た
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ

が
振
る
舞
わ
れ
、
集
ま
っ
た

参
加
者
も
境
港
の
味
覚
を
堪

能
。
妖
怪
た
ち
と
触
れ
合
い
、

生
誕
祭
の
一
日
を
満
喫
し
た

よ
う
で
し
た
。

　
昨
年
、
ヨ
ッ
ト
で
の
単
独

太
平
洋
往
復
に
成
功
し
た
境

港
市
の
庄
司
信
吉
さ
ん
（
66

歳
、
㈲
カ
モ
メ
広
告
社
長
）

は
「
鳥
取
県
栄
光
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
賞
」
を
受
賞
。
平

井
伸
治
・
鳥
取
県
知
事
か
ら

記
念
の
ガ
ラ
ス
レ
リ
ー
フ
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
に
鳥
取
県
が
創
設
。

世
界
を
舞
台
に
自
ら
の
限
界

を
か
え
り
み
ず
、
創
造
的
か

つ
勇
気
あ
る
活
動
を
行
い
、

社
会
に
希
望
と
勇
気
を
与
え

た
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
鳥
取
市
の
男
性

と
米
子
市
の
男
性
が
受
賞
し

て
お
り
、
庄
司
さ
ん
は
３
人

目
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
庄
司
さ
ん
は
、
昨
年
５
月

８
日
に
境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ

か
ら
愛
艇
「
カ
モ
メ
Ⅴ
（
フ

ァ
イ
ブ
）」
と
と
も
に
境
港

を
出
発
。
途
中
、
高
知
の
土

佐
清
水
港
で
最
終
調
整
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
無
寄
港
で
ア

メ
リ
カ
を
目
指
し
た
の
で
す
。

　
７
月
５
日
に
は
ア
メ
リ
カ

･

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到

着
し
、
復
路
は
ハ
ワ
イ
や
小

笠
原
を
経
由
し
、
９
月
30
日

に
境
港
に
帰
港
。

県栄光のチャレンジャー賞

庄司信吉さんが受賞
ヨットでの単独太平洋往復で

寄付金を受け取る鬼太郎ら　ⓒ水木プロ

毎回楽しみながら歩くみなとウォーク

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
毎

月
１
回
定
期
的
に
「
み
な
と

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
86
回

開
催
し
て
、
延
べ
４
４
７
５

人
が
参
加
（
２
０
１
７
年
３

月
開
催
時
点
）
し
ま
し
た
。

　
同
ウ
ォ
ー
ク
は
、
よ
り
一

層
魅
力
的
な
企
画
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
内
容
を
変

更
し
ま
す
。

　
み
な
と
ウ
ォ
ー
ク
の
主
な

変
更
点
は
、
次
の
通
り
で
す
。

集
合
場
所
　
こ
れ
ま
で
は
、

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
の
み
で
し
た

が
、
境
台
場
公
園
、
中
野
緑

地
公
園
、
竜
ヶ
山
公
園
、
夢

み
な
と
公
園
を
加
え
、
全
５

カ
所
に
な
り
ま
す

開
催
日
時
　
開
催
日
程
を
ほ

か
の
イ
ベ
ン
ト
や
花
の
見
頃

に
会
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

充
実
し
た
内
容
に
。
夏
季
に

は
「
早
朝
ウ
ォ
ー
ク
」、「
夕

方
ウ
ォ
ー
ク
」
も
実
施

新
し
い
コ
ー
ス
　
多
様
な
コ

ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
回
「
フ
リ
ー
コ
ー
ス
」
と

「
ゆ
っ
く
り
街
歩
き
コ
ー
ス
」

に
分
か
れ
て
歩
き
ま
す

参
加
料
　
１
回
に
つ
き
１
０

０
円
の
参
加
料
が
必
要
に
な

り
ま
す

会
員
制
度
　
新
た
に
会
員
制

度
を
導
入
。
年
会
費
は
５
０

０
円
。

　
２
０
１
７
年
度
の
第
１
回

は
、
４
月
９
日
㈰
に
境
台
場

公
園
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
集
合

場
所
は
、
境
台
場
公
園
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会
（
☎
47
︱
３
８
８
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
観
光
協
会
は
３
月

16
日
、
山
陰
信
販
㈱
（
米
子

市
、
加
本
弘
社
長
）
か
ら
寄

付
金
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

毎
年
１
回
行
わ
れ
お
り
、
今

年
で
７
回
目
。

　
寄
付
金
の
贈
呈
は
、
同
社

が
発
行
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
利
用
ポ
イ
ン
ト

や「
鬼
太
郎
Ｅ
ｄ
ｙ
カ
ー
ド
」

の
販
売
収
益
の
一
部
を
寄
付

す
る
こ
と
で
、
境
港
市
や
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観
光
振

興
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と

始
め
た
も
の
で
す
。

　
同
社
は
事
業
活
動
を
通
じ

て
地
域
貢
献
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
山
陰
両
県
で

こ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
加
本
社
長
が

鬼
太
郎
に
寄
付
金
を
手
渡
し
、

境
港
市
観
光
協
会
の
担
当
者

が
感
謝
状
を
贈
呈
。

　
同
観
光
協
会
は
、
こ
の
寄

付
金
で
情
報
発
信
の
た
め
の

ツ
ー
ル
な
ど
を
購
入
、
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
10

年
以
上
使
用
し
て
い
た
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
更

新
。
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
情
報
発

信
に
努
め
、
さ
ら
な
る
誘
客

促
進
に
役
立
て
て
い
く
予
定

で
す
。

山
陰
信
販
か
ら
寄
付
受
け
る

市
内
観
光
の
振
興
に
活
用
境港市観光協会

　
旅
の
途
中

で
は
嵐
の
大

波
に
船
が
横

倒
し
に
な
っ

た
り
、
機
器

が
壊
れ
る
な

ど
、
多
く
の

苦
難
に
遭
遇

し
ま
し
た
が
、

ヨ
ッ
ト
仲
間

の
助
け
な
ど
も
借
り
な
が
ら
、

全
行
程
１
４
６
日
、
往
復
約

２
万
４
０
０
０
㎞
に
及
ぶ
旅

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
庄
司
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く

は
自
社
の
経
営
に
専
念
す
る

そ
う
で
す
が
、「
次
は
南
半

球
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
の

こ
と
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ま

だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

集
合
場
所
や
コ
ー
ス
な
ど
多
様
に

み
な
と
ウ
ォ
ー
ク
を
刷
新
境港市観光協会

平井伸治・鳥取県知事（左）からレ
リーフを受け取る庄司信吉さん
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■本　社
〒683－0805 米子市西福原9-19-15
TEL（0859）35－6560 FAX（0859）35－6599
E-mail:yosinsei@orange.ocn.ne.jp

■境港出張所
〒684－0071 境港市外江町2262-1
TEL（0859）30－4750
FAX（0859）30－4765

審査登録済
ISO　9001
ISO 14001

給排水衛生設備
空調換気設備 設計・施工・管理
給排水衛生設備
空調換気設備 設計・施工・管理

株式会社 シンセイ株式会社 シンセイ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日
４月６日㈭ 産 業 医

４月13日㈭ 産 業 医

４月20日㈭ 産 業 医

４月27日㈭ 産 業 医

　
足
立
ふ
と
ん
店
は
２
０
０

１
年
（
平
成
13
年
）
か
ら
オ

ー
ダ
ー
枕
の
取
り
扱
い
を
始

め
、
山
陰
両
県
で
６
０
０
０

人
以
上
の
皆
さ
ん
に
愛
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
３
分
の
１
は
、
睡

眠
時
間
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
の
良
い

睡
眠
に
は
、
枕
が
と
っ
て
も

大
切
で
す
。
同
店
は
頭
の
高

さ
、
首
の
深
さ
、
頭
か
ら
首

ま
で
の
長
さ
を
基
に
あ
な
た

に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
理
想
の

枕
を
手
作
り
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
１
回
目
の
ま
ち

ゼ
ミ
は
、
睡
眠
環
境
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
足
立
代
表
が

「
理
想
的
な
眠
り
の
た
め
の

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
枕
体
験
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。

　
第
１
回
ま
ち
ゼ
ミ
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
22
日
㈯
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

内
容
　
▽
セ
ミ
ナ
ー
▽
各
自

の
ボ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
や
体
圧

な
ど
を
測
定
し
、
身
体
に
合

っ
た
枕
や
敷
布
団
を
体
験
▽

個
別
相
談

場
所
　
足
立
ふ
と
ん
店
（
境

港
市
幸
神
町
）

受
講
料
　
無
料

定
員
　
５
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

応
募
締
切
　
４
月
10
日
㈪

応
募
の
き
ま
り
　
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
質
問
、
個
別
相

談
希
望（
希
望
の
場
合
の
み
）

を
明
記
し
て
、
次
の
宛
先
ま

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
※
当

日
は
、
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
枕
を

税
込
３
０
０
０
円
で
購
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す

宛
先
　
境
港
商
工
会
議
所
相

談
課（
〒
６
８
４–

８
６
８
６

　

境
港
商
工
会
議
所
は
、「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お
店
の
人
が
講
師
と
な
っ
て
、
専
門
店
な
ら
で
は
の
知
識
や

情
報
、
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
え
る
街
の
中
の
少
人
数
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
す
。
１
回
目
の
開
催
場
所
は
足
立
ふ
と
ん
店
（
幸

神
町
）。
同
店
の
足
立
明
美
代
表
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

　
境
港
美
保
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
足
立
祥
会
長
）
は
、

４
月
16
日
に
「
第
１
回
さ
か

い
み
な
と
砂
浜
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ

は
、
日
ご
ろ
か
ら
弓
ヶ
浜
半

島
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
砂
浜
を
歩
く
大
会

を
立
ち
上
げ
た
も
の
。

　
境
港
市
で
は
、
２
０
０
９

年
か
ら
毎
年
秋
に
開
催
中
の

「
境
港
さ
か
な
・
妖
怪
ウ
ォ

ー
ク
」
な
ど
、
地
元
の
再
発

見
、
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
誘
客

な
ど
を
目
的
に
多
く
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
砂
浜
ウ
ォ
ー
ク
は
、
穏
や

か
な
春
爛
漫
の
潮
風
を
感
じ

な
が
ら
、
砂
浜
を
踏
み
し
め

る
い
つ
も
と
は
違
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　
同
ウ
ォ
ー
ク
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
16
日
㈰
（
雨
天

決
行
）
▽
受
付
＝
午
前
８
時

30
分
～
９
時
20
分
▽
開
会
式

＝
午
前
９
時
30
分
▽
出
発
＝

９
時
45
分

集
合
場
所
　
境
港
公
共
マ
リ

ー
ナ
キ
ャ
ン
プ
場
（
境
港
市

新
屋
町
）

コ
ー
ス
（
約
７
ｋ
ｍ
）　
境

港
公
共
マ
リ
ー
ナ
⇨
砂
浜
⇨

ア
ジ
ア
博
物
館
⇨
砂
浜
⇨
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
横
の
中
庭

まちゼミの講師を務める足立明美代表

コンサートに出演する徳山奈奈さん（右）ら

潮風浴びて弓ヶ浜半島を歩こう

砂浜ウォーク4月16日

― 境港美保ライオンズクラブ ―

まち
ゼミ
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

テ
ー
マ
は〝
安
眠
と
枕
〞

― Part　   ―

足立ふとん店

1

募
集
定
員
　
５
０
０
人
（
先

着
順
）
※
定
員
に
達
し
な
い

場
合
は
、
当
日
現
地
申
込
可

参
加
料
　
▽
一
般
（
高
校
生

以
上
）
＝
１
０
０
０
円
（
現

地
申
込
の
場
合
は
１
５
０
０

円
）
▽
小
人
（
小
・
中
学
生
）

＝
５
０
０
円
（
現
地
申
込
の

場
合
は
１
０
０
０
円
）
▽
小

学
生
未
満
＝
無
料
（
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
）

申
込
期
限
　
４
月
10
日
㈪

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
同
ク
ラ
ブ
（
☎
44
︱
３
２

７
７
）、
ま
た
は
境
港
市
観

光
協
会（
☎
47
︱
３
８
８
０
）

へ
。

境
港
市
上
道
町
３
０
０
２
）

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
ま

ち
ゼ
ミ
」参
加
店
を
募
集
中
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
４
月
６
日
㈭
か
ら
15
日
㈯

ま
で
の
10
日
間
、
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
は
、
次
の
通

り
で
す
。

  

子
ど
も
と
高
齢
者
の

  
交
通
事
故
防
止

　
子
ど
も
が
１
人
で
歩
い
て

い
る
と
き
や
高
齢
者
が
通
行

し
て
い
る
場
合
に
は
、
歩
行

者
と
の
間
に
安
全
な
間
隔
を

空
け
て
徐
行
す
る
な
ど
、
歩

行
者
を
優
先
し
た
思
い
や
り

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

  

中
の
交
通
事
故
防
止

　
交
通
規
則
は
、
皆
が
道
路

を
安
全
で
、
円
滑
に
通
行
す

る
上
で
守
る
べ
き
共
通
の
約

束
と
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
道
路
を
通
行
す
る
と
き
は
、

交
通
規
則
を
守
り
、
周
り
の

歩
行
者
や
車
の
動
き
に
注
意

し
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

 

座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

 

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
徹
底

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通

事
故
に
遭
っ
た
場
合
の
被
害

を
大
幅
に
軽
減
す
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正

し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

  

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
酒
を
飲
ん
だ
の
が
前
夜
で

あ
っ
て
も
、
翌
朝
の
運
転
時

ま
で
酒
の
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

（
☎
44
︱
０
１
１
０
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
松
本
正
会
長
）
は
、

４
月
29
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
１
９
６
２
年

５
月
29
日
に
発
足
し
た
同
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
立
55

周
年
で
す
。
ま
た
、
ロ
ー
タ

リ
ー
の
使
命
を
遂
行
し
、
世

界
平
和
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
支

援
す
る
た
め
の
基
金
と
し
て
、

１
９
１
７
年
に
発
足
し
た
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
の
１
０
０
周

年
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
境
港
市
出
身

の
徳
山
奈
奈
さ
ん
と
堺
裕
馬

さ
ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
う
こ
と
に
し
た
も

の
。
収
益
金
は
ポ
リ
オ
撲
滅

を
目
的
と
し
て
、
ロ
ー
タ
リ

ー
財
団
に
寄
付
す
る
予
定
で

す
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
４
月
29
日
㈯
　
午

後
２
時
（
開
場
＝
午
後
１

時
30
分
）

場
所
　
境
港
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ガ
ー
デ
ン
（
境
港
市
中

野
町
）

出
演
　
▽
徳
山
奈
奈
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
▽
堺
裕
馬
（
バ

リ
ト
ン
）
▽
齋
藤
亜
都
沙

（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料
　
▽
一
般
＝
１
５

０
０
円
▽
高
校
生
以
下
＝

５
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
同
ク
ラ
ブ

（
☎
44
︱
７
８
４
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳山奈奈☆堺裕馬

ジョイントコンサート
― 境港ロータリークラブ ―

4月29日

春
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

４
月
６
日
か
ら
10
日
間
全
国
一
斉
に
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　　　　　任意の検定受験料等は別途必要となります。

ハロートレーニング（求職者支援訓練） オフィス経理科（4-28-31-02-03-0131）  受講生募集 実践コース

松ヶ枝町教室

無料駐車場
あります

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

保険をお探しのお客様へ
お気軽にご相談ください。

あなたの町の
  あなたのサポーターです

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災保険あいおい生命㈱
日本アニマルクラブ㈱（ペット保険）

取　　扱
保険会社
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•
•
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•
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境　港

№76

青色申告会

青色申告会の元気企業

建築板金の施工を管理

― ハウジングウェアワークス ―

　「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
。
二
月
は
逃
げ
る
。
三
月

は
去
る
」
の
言
葉
ど
お
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
新
年
度
を

迎
え
る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
帳
面
と
に
ら
め
っ
こ
し
た

確
定
申
告
も
終
え
、
桜
の
便

り
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
は
、
我
が
商
店
の
経
営
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

図面作成の合間に取材に応じる浜田康代表

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
境
港
青
色
申
告
会
女
性
部

は
、
中
国
青
色
申
告
会
連
合

会
発
行
の
新
聞
に
「
女
性
部

の
底
力
」
の
タ
イ
ト
ル
で
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

く
す
ぐ
っ
た
い
気
も
し
ま
す

が
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
活
か
し
、

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
す
ぐ
そ
こ
ま
で
女
性
部
総

会
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。
な

ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ご

意
見
を
ご
一
報
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
年

度
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
E

【事業所のあらまし】
事業所名	 ハウジングウェアワークス
代 表 者	 浜田　康（はまだ・やすし）
所 在 地	 米子市和田町2番地
事業内容	 建築板金業
営業時間	 年中無休（定休日なし）
Ｔ Ｅ Ｌ	 0859－28－7330
　 　 　	 090－3748－1707
Ｆ Ａ Ｘ	 0859－28－7330

税務・会計
一口メモ

…12
薬に関する税制

問題解決の責任は所有者に

放置された空家の諸問題

　放置された空家には、▽防災上の問題＝建物の倒壊、
放火、失火、延焼など▽防犯上の問題＝不法侵入など
の犯罪▽環境上の問題＝ごみ、危険物などの不法投棄
や悪臭、野鳥・犬・猫などの侵入、落葉など－の発生
する可能性があります。
　これらの行為、不作為により地域の人、第三者、近
隣の人に迷惑や被害を与えるとき、所有者には損害賠
償の責任が生ずる場合があります。
　空家の所有者に関する事例をご紹介します。
①	建築後60年の住宅に居住していた父が他界。相続
人（母、子ども）は、父の死後2カ月以内に相続放棄を
家庭裁判所に申し立てました。以来5年間、空家とな
っています。
　この場合は、祖母もしくは兄弟・姉妹から相続人を
確定し、対応させます。相続人が存在しないときは、
家庭裁判所が認定した相続財産管理人が対応すること
になります。
②	父の管理していた貸家が5年前に空家となりました。
父は3年前に他界しましたが、そのまま放置していた
ら、空家に倒壊のおそれが生じました。
　一般的には3カ月以内に相続放棄の申し立てをしな
ければ、この空家を相続したことになりますので、こ
の場合は相続人が対応することになります。
③	行方不明になって10年になる所有者の建築物で、
10年来の空家となっています。
　所有者が長年不明であるため、家庭裁判所が認定し
た不在者管理人が対応することになります。
　いずれにしてもその時点の状況により、対応のしか
たが変わります。専門家である司法書士や弁護士に処
理を依頼することになるでしょうが、まずは、市町村
の担当課に相談すべきと思われます。　　　　　　S

　
軽
い
病
気
の
場
合
、
病
院

へ
行
か
ず
に
市
販
薬
で
治
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
（
自
己
治
療
）
に
取
り

組
む
人
を
対
象
に
、
所
得
税

の
医
療
費
控
除
の
特
例
（
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
）
が
こ
と
し
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
医
療
費
控
除
は
、

年
間
の
医
療
費
が
10
万
円

（
所
得
に
よ
り
10
万
円
未
満

の
こ
と
も
あ
る
）
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額
を

所
得
か
ら
控
除
で
き
る
制
度

で
し
た
が
、
市
販
薬
で
治
療

す
る
人
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
新
税
制
は
特
定
健

診
、
予
防
接
種
、
勤
務
先
で

の
定
期
健
診
、
ガ
ン
検
診
な

ど
一
定
の
検
診
な
ど
を
受
け

る
こ
と
を
条
件
に
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売
さ
れ

る
特
定
の
市
販
薬
の
年
間
購

入
額
が
１
万
２
０
０
０
円
を

超
え
れ
ば
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
所
得
控
除
（
８
万
８
０

０
０
円
が
上
限
）
で
き
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
医
薬
品
は
１

５
０
０
種
以
上
で
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
薬
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
適
用
は
２
０
１
７

年
１
月
か
ら
２
０
２
１
年
12

月
31
日
ま
で
。

　
確
定
申
告
時
、
一
定
の
検

診
な
ど
の
受
診
を
証
明
す
る

書
類
（
検
診
な
ど
の
領
収
証

や
結
果
通
知
書
）
の
提
出
な

ど
が
必
要
で
す
の
で
、
領
収

証
と
共
に
き
ち
ん
と
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
M

　
こ
と
し
２
月
の
大
雪
は
、

６
年
前
の
山
陰
豪
雪
ほ
ど
の

積
雪
で
は
な
か
っ
た
が
、
県

内
で
も
鉄
道
が
止
ま
っ
た
り
、

車
が
動
け
な
く
な
る
な
ど
、

か
な
り
混
乱
し
た
。

　
雪
が
降
っ
て
住
宅
に
発
生

す
る
被
害
と
い
う
と
、
雨
樋

の
破
損
。
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ウ
ェ

ア
ワ
ー
ク
ス
代
表
の
浜
田
康

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
樋
修
理

の
見
積
依
頼
が
多
く
き
て
お

り
、「
実
際
の
修
理
は
い
つ

出
来
る
こ
と
や
ら
」
と
心
配

顔
だ
っ
た
。

　
浜
田
さ
ん
は
設
計
事
務
所
、

工
務
店
な
ど
を
経
て
２
０
０

８
年
11
月
に
独
立
開
業
し
た
。

事
業
の
内
容
は
建
築
板
金
業

で
、
金
属
屋
根
、
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
、
金
属
製
の
壁
や
樋
の

施
工
を
し
て
い
る
。

　
浜
田
さ
ん
自
身
は
設
計
管

理
業
務
を
や
っ
て
お
り
、
現

場
の
施
工
は
外
注
の
職
人
さ

ん
達
に
お
願
い
し
て
い
る
。

工
務
店
の
下
請
け
が
主
だ
が
、

個
人
か
ら
直
接
受
注
す
る
こ

と
も
あ
る
。
一
番
大
事
な
の

は
現
場
掃
除
だ
そ
う
で
、
朝

ま
た
は
現
場
作
業
の
終
了
後

に
掃
除
に
行
っ
て
い
る
。

　
浜
田
さ
ん
は
、
建
材
メ
ー

カ
ー
の
研
修
会
に
参
加
し
て

技
術
や
材
料
情
報
を
収
集
し
、

品
質
や
ア
イ
デ
ア
を
高
め
た

高
付
加
価
値
型
の
施
工
を
ポ

リ
シ
ー
と
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
お
陰
で
メ
ー
カ

ー
に
図
面
や
パ
ー
ツ
な
ど
の

デ
ー
タ
を
送
る
と
、
カ
ラ
ー

の
完
成
予
想
図
が
手
に
入
り
、

そ
れ
を
工
務
店
や
施
主
さ
ん

に
提
案
す
る
こ
と
で
、
完
成

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
完
成
品
が
予
想
と
違
う
な

ど
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

も
な
る
の
だ
ろ
う
。
現
場
の

写
真
を
ス
マ
ホ
で
撮
っ
て
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
送
っ
て
も
ら

い
、
指
示
で
き
る
の
も
便
利

に
な
っ
た
こ
と
の
一
つ
だ
。

　
浜
田
さ
ん
は
、「
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
が
大
事
。
施
工

図
面
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
作
成
し
、

工
務
店
に
提
示
し
て
い
る
」

と
言
う
。
板
金
の
仕
事
は
大

工
仕
事
の
後
に
な
る
た
め
事

前
に
垂た

る
き木
の
位
置
合
わ
せ
な

ど
を
し
て
お
か
な
い
と
、
予

定
通
り
に
施
工
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
だ
。

　「
設
計
図
通
り
に
す
れ
ば

問
題
な
い
の
で
は
」
と
聞
く

と
、「
実
は
設
計
図
に
は
余

り
細
か
い
こ
と
は
書
い
て
な

い
の
で
、
現
場
任
せ
に
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
行
き
違
い

が
生
じ
る
の
で
」
と
応
え
る

浜
田
さ
ん
。
言
葉
の
端
々
に

品
質
を
大
事
に
す
る
気
持
ち

を
感
じ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
浜
田
さ
ん
の

趣
味
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
。「
押
尾
コ
ー
タ
ロ

ー
は
凄
い
よ
ね
」
と
言
っ
た

ら
、
な
ん
と
目
の
前
で
弾
い

て
い
た
だ
い
た
。
な
か
な
か

の
腕
前
だ
。
財
ノ
木
町
の
成

田
屋
さ
ん
で
行
わ
れ
る
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
に
も

出
る
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。

覗
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
Y

女
性
部
だ
よ
り

新
年
度
を
迎
え
て

境港青色申告会  青色ひろば
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㈲
カ
モ
メ
広
告（
明
治
町
）

社
長
の
庄
司
信
吉
さ
ん
が

「
鳥
取
県
炎
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
、
ヨ
ッ
ト
で
の
単
独
太

平
洋
横
断
を
成
し
遂
げ
た
こ

と
が
受
賞
理
由
で
す
。
境
港

正解と当選者

　国が全国の国管理空港を対象にコンペ方式で事業を採択する「平成28年度空港経営
改革提案事業」に「米子鬼太郎空港－JR米子空港駅アクセス通路利便性向上事業」が採
択され、米子鬼太郎空港からＪＲ米子空港駅へのアクセスがますます便利になりました。

米子鬼太郎空港⇔ＪＲ米子空港駅のアクセスが便利になりました!!

改善点①
手荷物カート置場設置

改善点②
駅舎にJR出発時刻
の案内モニター設置

外国人も出発時刻が分かり
やすくなりました！！

大きな荷物を持
つ人も便利にな
りました！！

初めての来訪者
も迷わず移動で
きます！！

改善点③
通路に案内表示施工

商
工
会
議
所
が
４
月
５
日
に

開
催
す
る
新
就
職
者
激
励
会

で
は
、
庄
司
さ
ん
に
記
念
講

演
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
65
歳
と
い
う
年
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
っ
た

一
人
で
成
し
遂
げ
た
こ
の
大

冒
険
の
話
は
、
き
っ
と
新
社

会
人
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
感

動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

２
０
１
７
～
海
底
探
検
～

　
身
近
な
素
材
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
遊
具
に
大
変
身
を
遂
げ

ま
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
触

れ
て
、
乗
っ
て
、
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
最
終
入
場
時
間
＝
午

後
４
時
30
分
）

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金
　
▽
３
歳
以
上
＝
５
０

０
円
▽
２
歳
以
下
＝
無
料

（
別
途
料
金
が
必
要
な
ア
ド

ラ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
先
　
新
日
本
海

新
聞
社
西
部
本
社
事
業
課

（
☎
34
︱
８
８
１
３
）

　
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
や
夢
み
な
と
工
房
（
手
作

り
工
作
体
験
教
室
）
も
開
催

中
で
す
。

　
夢
み
な
と
工
房
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
、
詳
し
く
は
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
（
☎
47
︱
３

８
０
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
私
た
ち
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
、
何
か

に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
と
い
う

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

㈲對山堂薬局（本町）で取り扱っている「ミラ
グレーン錠」。○○が気になる人におすすめで
す。○○に入る言葉は、次のどれでしょうか。

（３ページにヒントを掲載）

① 成績
② 体形
③ 肝臓

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

4月１0日（月）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈲對山堂薬局

賞品  ミラグレーン錠（15錠）
　　　　　10名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者	 奈良井	美穂子（ならい・みほこ）
所 在 地	 境港市上道町640-2
T E L	 0859-36-8676
営業時間	 11：00～15：00、
　　　　　17：00～23：00
休 業 日	 毎週月曜日
事業内容	 飲食業（食堂）

○創業のきっかけ？…いつか自分の店を持ちたいと考えて
いました。米子の飲食店で働いていたとき、同店の料理
長と一緒に今の店舗で開業できることになり、昨年の
11月7日に「食楽亭」をオープンしました。店名には、「楽
しく食事をしてほしい」という意味を込めていて、地元
の人に親しみやすい食堂を意識しています。

○おすすめ＆セールスポイントは？…昼は、ラーメンやう
どん、丼や定食などをご用意しているほか、日替り定食
もあります。ラーメンは、牛骨と鶏がらベースの昔懐か
しい境港ラーメンです。また夜は、昼のメニューに加えて、
一品料理や鍋料理、宴会料理もご用意しています。中でも、
本格炭火焼鳥がイチオシです。備長炭で焼き、タレも手
作りで、国産鳥のみを使用するなど、こだわって作って
います。夜は予約も承っていますので、気軽にお問い合
わせください。

○お客様は？…周辺にお住まいの人やサラリーマン、学生
さんに多くご利用いただいています。平日は家族連れで来
店されたり、土曜日は一緒にお酒を飲まれるなど、リピー
ト率も高いです。
○今後の事業展開（展望）？…この店をもっと多くの人に知っ
てもらいたいと考えています。将来的には「境港の食堂な
ら食楽亭だ」と思っていただけるようになりたいです。現
在は、店内に約40人分の席があり、駐車場も約20台停めら
れますが、今後、店舗を拡大することも検討しています。
○一言PR！…地元の人に向けた料理を和洋中問わず提供
しています。お子様からお年寄りまで、たくさんの人に
食べに来ていただきたいです。
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食 楽 亭

日替わり定食の一例（カレ
イのから揚げ、カキフライ）

入口にかかっている赤いのれんが目印
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